
知る人ぞ知る 
楽器

チェレスタ
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5½ オクターブ スタジオモデル（黒色艶出し仕上げ）



誕生： 18 8 6年、パリ 

チェレスタのアクションは、パリのハーモニウムやオルガン、ピアノの製作者であった

ヴィクトル・ミュステル（Victor Mustel）によって1886年に考案されました。

その特許の原本（No.176.530）は、今もパリの産業財産庁（inpi）に保管されています。

ヴィクトル・ミュステルはこの新楽器をチェレスタ（Celesta）と命名しました。

特許の文面にもこの名が記されてます。

ヴィクトル・ミュステルの特許には、チェレスタのアクションは基本的にアップライトピアノ

（ハンマーが垂直方向に張った弦を叩く）やグランドピアノ（ハンマーが弦を下から叩く）

のものとは異なると明記されています。

1886年の特許の図（右図）で、考案者ヴィクトル・ミュステルは

チェレスタのアクションを次のように定義しています。

•   金属製の音板を木製の共鳴箱の上へ取り付ける

•   音板をフェルトハンマーで上から叩く

チェレスタの考案者
ヴィクトル・ミュステル（1815-1890）



チェレスタのアクション

•   鍵盤を押すと、フェルトハンマーが動く 

•   フェルトハンマーが金属製の音板を

   上から叩く

•   音板は木製の共鳴箱の上に

    取り付ける

C e l e s t a



一大転機

1891年、チャイコフスキーはニューヨークの

カーネギーホールのこけら落としへ出向く

途中でパリに立ち寄り、ミュステルを訪ねて

直にチェレスタの音を耳にします。その独

特な響きに魅了されたチャイコフスキーは、

その場で楽器を注文しました。

チャイコフスキーのバレエ音楽「くるみ割り

人形」の「金平糖の精の踊り」には、かの有

名なチェレスタのソロが登場します。このバレエが1892年12月にサンクト・ペテルブ

ルクのマリインスキー劇場で初演されると、チェレスタは広く世に知られるようにな

りました。 

それ以来、チェレスタの甘美な響きは、音楽のジャンルを問わず世界中で人々を

魅了し続けています。 ピョートル・イリイチ・チャイコフスキー
（1840-1893）

チェレスタの第一号（オーケストラモデル）は、1889年にパリの万国博覧会で

初めて一般に公開されました。この楽器は「1889年パリ万博グランプリ」を受

賞し、ヴィクトル・ミュステルにはレジオン・ドヌール勲章（シュヴァリエ）が授与

されました。



ここに挙げるのは、レパートリーの一部です。

ウィリアムズ  「ハリーポッター」の映画音楽（ヘドウィグのテーマ）

クレク   チェレスタと管弦楽のためのコンチェルティーノ「フェアリー・ドリームズ」

R.シュトラウス  「ナクソス島のアリアドネ」、「ばらの騎士」、「サロメ」、「アルプス交響曲」

シュニトケ  「レクイエム」、交響曲第4番

ショスタコーヴィチ 交響曲第4番、チェロ協奏曲第1番

ストラヴィンスキー 「火の鳥」、「ペトルーシュカ」

チャイコフスキー 「くるみ割り人形」（金平糖の精の踊り）

ドビュッシー  管弦楽のための「映像」、「海」

バーンスタイン  「ウエストサイド物語」（シンフォニック・ダンス）、交響曲第3番

バルトーク  弦楽器、打楽器とチェレスタのための音楽、「中国の不思議な役人」

ブリテン  「ねじの回転」

ホルスト  「惑星」（海王星）

マーラー  交響曲第6番、交響曲第8番

ラヴェル  「マ・メール・ロワ」、「ダフニスとクロエ」、「スペイン狂詩曲」、「ボレロ」

レスピーギ  「ローマの松」、「リュートのための古風な舞曲とアリア」、「鳥」

室内楽アンサンブル、またジャズやポップス、ロックのバンドでもチェレスタが使われることが増えているほか、

最近ではチェレスタの独奏作品も作られています。 

チェレスタの主要レパートリー
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技術面の改良

共鳴箱 
ミュステルの楽器では、複数の音板が一つの共鳴箱を共有していました。シードマイヤー社

では、音量と音質を向上させるため、音板一枚につき一つの共鳴箱を設けています。 

ペダル

チェレスタのペダルは、ピアノの右ペダル（ダンパーペダル）

と同様に機能します。以前のチェレスタはこのペダルが

楽器の中央にあり、ピアニストにとって不慣れな位置と

なっていました。そこで、シードマイヤー社はペダルの

位置を中央から慣れ親しんだ右寄りへずらしました。

シードマイヤー社は早くも1890年にチェレスタを作り始め、以来常に楽器の改良と開発に努めてきました。 

奏法と音色

以前の楽器は鍵盤の長さがやや短かく、ピアニストにとって弾きにくいものでした。

シードマイヤー社は1996年からすべてのチェレスタにフルサイズの鍵盤を使用して

います。これにより、チェレスタ奏者にとっても弾きやすいものとなり、ニュアンスに

富んだ音色が出せるようになりました。

フルサイズの鍵盤

5½ オクターブ コンパクトモデル
（オーク・ナチュラル仕上げ） 

ミュステル社も、Morley社（イギリス）やSimon Bros.社（アメリカ）など他のチェレスタメーカーも数十年前にチェレスタの

製造を打ち切っています。今や世界唯一のチェレスタメーカーとなったシードマイヤー社は、ミュステルのオリジナルの

アクションでしか生み出せない、甘美な響きを守り続けています。



メンテナンス・サービス
チェレスタはお客様の要望に応じて、通常は442Hzで調律しています。

ピアノのような納品後の調律は基本的に不要です。

ただし、周囲の温度や湿度が極端に変化しないよう注意して下さい。  

必要な調整は次の手順で簡単に行えます。 

調整する音の鍵盤を押します。

ハンマーと音板との間隔の調整が必要な場合

があります。

     &
ゴム製の調整ネジを回し、

ハンマーと音板との間隔を調整します。

大がかりな修理・調整には、
弊社工場のフルメンテナンスサービスを
ご利用下さい。
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S C H I E D M A Y E R

チェレスタ 
（いずれもオーク・ナチュラル仕上げ、または黒色艶出し仕上げ）

•  4 オクターブ （c1-c5）

•  5 オクターブ （c-c5）

•  5½ オクターブ コンパクトモデル（c-f5）

•  5½ オクターブ スタジオモデル（c-f5）

新しい楽器の購入の際には中古楽器の下取りもいたします。

世界唯一のチェレスタメーカー  
ヴィクトル・ミュステルのオリジナルに忠実に

他の製品 
•  
•  

サービス  
•  
•  
•  
•  

5½ オクターブ スタジオモデル（オーク・ナチュラル仕上げ）

Schiedmayer Celesta GmbH       
Schäferhauser Str. 10/2  Tel. +49 (0) 7024-501 98 40 mail@schiedmayer-germany.com
73240 Wendlingen/Stuttgart Fax +49 (0) 7024-501 98 41 www.celesta-schiedmayer.de
Deutschland
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1890年からチェレスタを作り続ける老舗メーカー＜シードマイヤー＞

 
鍵盤付きグロッケンシュピール＜パパゲーノ＞（c2-g5）

パイプオルガン組込用のグロッケンシュピール、チェレスタ

レンタル楽器
オーバーホール全般
点検・修理
世界各地への発送




